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研究成果の概要（和文）：コメの消費は，経済成長とともに縮小していく傾向にある。本研究で

は，「消費行動が変化する背後には，価値意識の変化がある」と考え，アジア各国におけるコメ

消費行動と価値意識との関係を明らかにした。調査対象とした国・地域の，１人あたりコメ消

費量は多い順にベトナム，タイ，韓国，日本，台湾であった。日本や韓国では「安全・安心」，

台湾では「健康」，タイやベトナムでは「節約」が，より重視される傾向にあった。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to come out the relationship between 
consumers’ behavior and their value to purchase on rice, by comparison among Asian 
nations. The results of researching consumers’ behavior of five nations (Japan, Korea, 
Taiwan, Thailand and Vietnam) were the followings. Consumers in Japan and Korea 
tended to prefer ‘safe food’, and those in Taiwan tended to prefer ‘healthy food’, where rice 
consumption per capita is decreasing. On the other hand, consumers in Thailand and 
Vietnam tended to prefer ‘cheaper food’, where rice consumption per capita is still 
increasing. 
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１．研究開始当初の背景 
 近年，あらゆる分野においてグローバル化
が進んでいるが，アジアにおいて歴史的にも
文化的にも重要な位置を占めるコメに関す
る分野も例外ではない。このような状況下で，
コメ消費主要国における国民の意識はどの

ように変化してきたのか。日本において，戦
後の「コメの増産・消費拡大」から高度成長
期の「米食離れ」にみられるように，経済成
長の過程で，コメの消費水準が変化すること
は広く知られている。しかし，一方で，消費
者の購買行動やその背後にある価値意識が
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どのように変化しているかに関しては知ら
れていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，上記の背景をふまえ，コメ消
費主要国の年代別のコメ消費水準を把握し，
各国における消費者のコメの購買行動およ
びその背後にある価値意識の相違点を明ら
かにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 アンケート調査を用いて，価値意識とコメ
消費の行動（商品属性評価）についての関連
性を分析する。一方，食にかかわる消費行動
は国・地域の文化や食習慣にも大きくされる
点を考慮し，これらと分析結果の関係を明ら
かにする。 
 具体的な順序については，図１の１～４の
過程を経て行う。まず，時系列で整理した
国・地域のコメ消費レベルと経済成長の度合
いの指標を用い，クラスター分析を行う。こ
れによって，当該国・地域のコメ水準の明確
な位置づけを行う。さらに，CHAID分析を用
いて，コメ購入時の価値意識と商品属性の関
連性について明らかにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 研究の進行過程 
 
４．研究成果 
表１は，各国・地域の経済状況とコメ消費

が似通っている段階を把握し，分類するため
に行ったクラスター分析の結果である。これ
によると，近年の日本（1980～2003）と台湾
（1995～2003）は似たようなコメ消費水準に
あり，70年代の日本（1970～1975）と一昔前
の台湾（1980～1990）・現在の韓国（1990～
2003）も似たようなコメ消費水準にある，と
いったことが分かる。 
同様にして，台湾（1970～1975）・韓国（1975

～1985）・ベトナム（1995～2003），ベトナム
（1970～1990）・タイ（1980～2003）がそれ
ぞれほぼ同一のコメ消費水準にあるといえ
る。 
 
 
 
 
 

表１ 時代別・地域別のコメ消費水準の分類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 次に，各国・地域におけるコメ購買時の価
値意識と商品属性評価の関連性についての
分析を行った。これは，「どんな商品の要素
によって価値意識が満足できるか」を分析す
る段階であり，たとえば，「自分は『節約し
て少しでもお金を貯めたい』と思っているか
ら，安いものを買う。つまり，安いものを買
うことで自分の価値意識を満足することが
できる」といった関係を明らかにするもので
ある。これは，マーケティング・リサーチの
手法である CHAIDを用いて行った。 
 具体的な結果をみる前に，アンケート調査
結果の概要を表２に示す。これによると，日
本・韓国・台湾において「安全・安心」の価
値意識をもつ消費者割合が高い。国・地域に
よってさまざまな特徴があるが，価値意識で
は，日本＝「おいしいもの」「安全・安心」，
韓国＝「安全・安心」「環境親和的」，台湾＝
「健康」「安全・安心」「お金は気にしない」，
タイ＝「節約」「健康」，ベトナム＝「節約」
「おいしいもの」といった傾向がみられる。 
 
表２ 消費者の価値意識と商品属性評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
CHAID による分析結果は以下のとおりであ

る（分析の手法，結果ともに煩雑であるため，
簡易な結果を図２～６に示す）。 
 



 

 

日本：「価格」「品種の選択」によって「お
いしいもの」を，「店舗の選択」「減農薬」に
よって「安全・安心」を実現 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 日本の CHAID結果 
 
韓国：「価格」によって「節約」を，「品種

の選択」によって「おいしいもの」を，「減
農薬」「産地」によって「安全・安心」を実
現 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 韓国の CHAID結果 
 
台湾：「品種の選択」によって「おいしい

食事」を，「産地直送」「価格」によって「健
康」を，「産地」によって「安全・安心」を
実現 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 台湾の CHAID結果 
 
 
 

タイ：「価格」によって「節約」を，「品種
の選択」によって「おいしいもの」を，「減
農薬」「粒割れ」によって「健康」を実現 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ タイの CHAID結果 
 
ベトナム：「価格」によって「節約」を，「香

り」によって「おいしいもの」を，「減農薬」
「品種」によって「健康」を実現 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ ベトナムの CHAID結果 
 
これらの結果は，経済発展とともに，消費

者がコメ購買時に気にかける事柄が変化し
ていく様子を，ごく一部ではあるが，表わし
ていると考えられる。すなわち，「節約」を
価値意識の重要なものとする段階から，「健
康」や「安全」を重要とする段階へと変化す
る，というコメ消費行動の質的な変化を示し
ている。 
このように，本研究は，フードシステムの

グローバル化に伴う価値意識の変化に加え
て発展段階的な価値意識の変化を解明した
ことをも含んでいる。当然，経済的な要因の
みならず，国・地域による文化的な差異を根
拠とする消費行動の特徴はあると考えられ
るものの，日本や韓国，台湾が迎えている段
階は，他の発展途上国においていずれ起こり
うる変化であると考えられる。このことから，
本研究の結果は，国外における今後の生産・
販売戦略に示唆を与えうるものと考えられ
る。 
今回は，基礎的食料であるコメを中心に分

析を行った。贈答品や高級食材に関しても同
様の分析を行うことで，日本の食料の輸出に
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関する戦略構築に向けた提言を行っていく
ことが，今後の課題である。 
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